PAGE  
1

理　科　学　習　指　導　案
日　　　時：平成19年　6月　13日（水曜日）　第5校時

学　　　級：　2年　3組　

生徒数（男子　21名、女子　18名）
指導教官名：　理科（生物）　　　印
授　業　者：　理科（生物）　　　　　印
使用教科書：生物Ⅰ（東京書籍）

使用教材　：ダイナミックワイド　図説生物（東京書籍）

　　　　　　
生　徒　観：39人の男女混合クラスで、活発な生徒が多く元気が良いのが特徴的である。授業中は集中して勉強に取り組んでいるが、欲を言えば自ら発表するなど積極性が望まれる。また、進路を模索中の生徒が様々な分野に挑戦しようとする意欲が見られる。

1、 単元名　生殖と発生
2、 単元目標
本単元では生物が子孫を残すために行っている生殖の方法や発生について学び、、生殖の種類や方法、発生の過程などを理解できるようにすることをねらいとしている。
　生徒は前時までに生物Ⅰの第2編「生殖と発生」、第1章「生殖の方法」において、無性生殖・有性生殖、減数分裂、有性生殖の多様性を新たに学習した。本時では動物の生殖に不可欠となる配偶子（精子、卵）の形成について詳しく学習する。
3、 指導計画　・生殖と発生について理解し、生殖の方法や発生のしくみについて調べ
よう。

　　　　　　 ・動物・植物の生殖と発生について調べよう。
4、 指導展開
弟1時　生殖の方法　　　　　　　　　：4時間
弟2時　動物の生殖方法　　　　　　　：5時間（本時1/5）
第3時　発生のしくみ　　　　　　　　：5時間

第4時　植物の生殖と発生　　　　　　：2時間
5、 本時の目標　動物が生まれてくる為には配偶子が必要となる。この配偶子はど　

　　 　　　　　のようにして形成されるかを理解しよう。
6、 本時の展開
（1） 題材名　動物の生殖方法
（2） ねらい　動物の生殖方法を理解し、配偶子形成の過程を理解する。
（3） 展開
	過程


	学習内容

（学習項目）
	生徒の学習活動


	評価の視点
	配慮事項・備考



	導入

（5分）
	1.前時の復習

①無性生殖、有性生殖、受精、体細胞分裂、減数分裂を確認。
②ヒトは無性・有性どちらの生殖方法をとるか？（挙手を求め、ない場合は全体の挙手）
③母細胞と娘細胞で同一の細胞ができるのは体細胞・減数どちらか？（挙手を求め、ない場合は全体の挙手）

	①前回までの学習内容を想起する。

②発問に対して考え、意欲的に答える。

③発問に対して考え、意欲的に答える。


	積極的に学習した内容を思い出し、挙手しているかを確認する。
	生徒の取り組み・態度を見て、どのくらい理解しているかを見る。

	展開

（35分）
	2.配偶子形成（精子・卵）
①体細胞分裂、減数分裂と配偶子形成との関連

②精子・卵形成
＊精子、卵の順で進めていく。
・始原生殖細胞～精子

・卵形成（教科書P.76、Ｐ.77）
（生徒を一人指名）
・精子・卵形成の読んだ内容を生徒と共に確認しながら黒板に板書する。
（発問は何人かの生徒を順に指名）
3.精子の変態

①変態において必要な細胞小器官を残して変化している過程を学ぶ。
	①配偶子形成過程の大まかな理解。
・教科書を読む。それぞれの形成までの流れを確認する。
・読んだ内容を復習し、発問に答えながら板書をノートに写す。

①教科書P.76 の図1を用いて、精子の変態について学ぶ。
	①学んだ知識を思い出したか。
・教科書を読んでいる際、集中して聞いているかを確認する。
・板書事項をノートに写しているか。また、発問に対して考え答えているか。

①変化の過程が理解できたか。
	①生徒の反応を見て説明する。
・新出用語ばかりなので、読めない漢字や内容がある場合は助言する。
・名称などを一つ一つ理解させるようにする。
①わかりやすく変態を説明する。

	まとめ

（10分）
	4.本時のまとめ

①1つの一次精・卵母細胞から精子、卵は何個できているかを発問する。
②なぜ精子は4つ、卵は1つしか形成されないのかを学ぶ。


	①発問に対して考え、意欲的に答える。

②なぜ精子と卵で違うのかを学び、知識を深める。
	①発問に対して考え、意欲的に挙手しているか。

②興味を持ち、積極的に話を聞こうとしているか。
	①挙手がなければヒント（教科書P.76図1、P.77 図2を提示する）を出して答えを導く。
②わかりやすく興味を持てるように話せるか。


